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栃木県塩谷郡塩原町中塩原横須賀南博物館蔵×2

塩原温泉の木の葉化石關からみつかる植物化石は美しいことと保存の

よいことで有名である.写真の標本(ん俳JψoがωTHUNBERG)

は木の葉化石園南西方で道路工事の際堀り出されたもので白黄色の凝

灰岩の中に天狗のウチワを広げたように入っている様はみごとである.

ほかにもイヌブナやシャクナゲなど現在では高山しかみられ洲種類が

たくさんみつかっている.遠藤誠道氏は植物が堆繊したのは湖であリ

それを塩原湖と名づけた.そして当時の年平均気温は現在の塩原より

も5～5.5℃低かったと推定している.塩原湖成層からは昆虫やカエル

のように化石として残りにくいものもみつかっている.
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